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科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
は
８
月
22
日
、

「
第
３
回
日
本

－

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
大
学
交
流
会
〜
人
材

循
環
と
共
創
に
よ
る
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
大
学
間
連

携
の
深
化
〜
」
を
都
内
の
ホ
テ
ル
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン

エ
ド
モ
ン
ド
東
京
で
開
催
し
た
。
日
本
お
よ
び
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
地
域
の
主
要
大

学
の
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
し
、
地
域
を
越
え
た
大
学
間

協
働
の
強
化
や
持
続
的
な
人
的
・
知
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
に
向
け
て
意
見
を
交
わ
し
た
。

日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
こ
れ
ま
で
も
多
層
的
な
協

力
関
係
を
築
い
て
き
た
が
、
科
学
技
術
の
急
速
な
進

展
や
研
究
環
境
の
変
化
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

と
い
っ
た
共
通
課
題
へ
の
対
応
に
向
け
て
は
、
大
学

間
の
戦
略
的
連
携
や
人
的
交
流
の
さ
ら
な
る
深
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
今
回
の
交
流
会
は
、
そ
う
し
た

課
題
認
識
の
も
と
開
催
さ
れ
た
。

開
会
式
で
は
、
Ｊ
Ｓ
Ｔ
の
橋
本
和
仁
理
事
長
が
、

２
０
２
５
年
10
月
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
へ
正
式
加
盟
し
た

東
テ
ィ
モ
ー
ル
を
含
む
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
側
10
カ
国
15
大

学
・
１
機
関
（A

SEA
N
	U
niversity	N

etw
ork

）
、

日
本
側
20
大
学
か
ら
学
長
・
副
学
長
が
参
加
し
た
こ

と
に
謝
意
を
表
明
。
そ
の
上
で
、
交
流
会
が
日
本
と

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
双
方
に
と
っ
て
新
た
な
発
見
と
共
創
の

機
会
と
な
る
こ
と
へ
の
期
待
を
示
す
と
と
も
に
、
Ｊ

Ｓ
Ｔ
と
し
て
引
き
続
き
積
極
的
に
支
援
し
て
い
く
考

え
を
述
べ
た
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
の
武
田
憲
昌
大
臣
官
房
審
議

官
は
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
科
学
技
術
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
協
働
連
携
事
業
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
）
や
さ
く
ら
サ
イ

エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
言
及
し
、
「
こ
れ
ら
の
取
組

を
通
じ
て
、
日
本
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
知
の
共
創
と
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
を
さ
ら
に
加
速
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
、
交
流
・
協
働
の
一
層
の
推
進
に
期
待

を
寄
せ
た
。

基
調
講
演
で
は
、
東
京
科
学
大
学
の
高
田
潤
一
執

行
副
学
長
（
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
副
運
営
統
括
）
が
登
壇
。

自
身
の
経
験
も
交
え
な
が
ら
、
①
研
究
の
卓
越
性
と

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
加
速
②
次
世
代
グ
ロ
ー
バ
ル
人

材
の
育
成
③
研
究
・
教
育
基
盤
の
強
化
の
重
要
性
│

│
に
つ
い
て
話
し
た
。
ま
た
、
そ
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｕ
Ｓ
と
Ａ
Ｕ
Ｎ
／
Ｓ
Ｅ

Ｅ
Ｄ

－

Ｎ
ｅ
ｔ
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
工
学
系
高
等
教
育
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
）
の
事
業
概
要
を
紹
介
し
、
日
本
と
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
学
術
・
研
究
協
力
の
意
義
を
強
調
し
た
。

そ
の
後
の
円
卓
会
議
で
は
、
参
加
者
が
２
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
「
研
究
と
人
材
育
成
の
国
際
協

働
の
新
た
な
可
能
性
探
求
」
を
テ
ー
マ
に
討
議
し
た
。

Ａ
グ
ル
ー
プ
は
東
京
科
学
大
学
の
大
竹
尚
登
理
事
長
、

Ｂ
グ
ル
ー
プ
は
東
京
都
市
大
学
の
野
城
智
也
学
長
が

そ
れ
ぞ
れ
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
大
学
間
連
携
の
さ
ら
な
る
発
展
に
向
け
た
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

議
論
で
は
、
大
学
間
連
携
を
進
め
る
上
で
の
課
題

と
し
て
、
入
学
時
期
の
違
い
な
ど
制
度
面
の
問
題
や
、

大
学
間
協
定
締
結
に
伴
う
事
務
手
続
き
な
ど
実
務
面

の
課
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
ほ
か
、
産
業
界
と
の
連

携
の
あ
り
方
に
つ
い
て
も
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。
参

加
者
か
ら
は
、
単
位
互
換
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
各

種
手
続
き
の
標
準
化
や
、
各
大
学
の
優
良
事
例
の
共

有
に
よ
る
制
度
運
用
の
円
滑
化
の
必
要
性
が
指
摘
さ

れ
た
ほ
か
、
産
学
連
携
の
促
進
に
向
け
た
多
様
な
提

案
が
示
さ
れ
た
。

ま
た
、
参
加
者
全
員
に
よ
る
交
流
レ
セ
プ
シ
ョ
ン

で
は
、
岡
山
大
学
の
那
須
保
友
学
長
の
ウ
ィ
ッ
ト
に

富
ん
だ
挨
拶
な
ど
、
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
中
で
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
大
学
間
連
携
と
学
術
・

研
究
協
力
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
く
意
思
が
改
め

て
確
認
さ
れ
た
。

日本およびASEAN地域の主要大学のリーダーが参加した

日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
大
学
間
連
携
の
深
化
へ

Ｊ
Ｓ
Ｔ
、第
３
回
日
本

－

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
大
学
交
流
会
開
催




